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か
っ
て
横
浜
市
内
に
三
島
堂
病
院
と
い
う
医
療
機
関
が
あ
っ

た
。
昭
和
十
六
年
発
刊
の
「
横
浜
医
師
会
史
』
収
載
の
会
員
名
簿

を
み
る
と
、
神
奈
川
区
桐
畑
二
十
九
番
地
に
所
在
し
、
小
児
科
、

外
科
、
皮
層
科
、
花
柳
病
科
を
標
傍
す
る
病
床
数
十
八
の
、
今
日

で
い
う
有
床
診
療
所
で
あ
る
。

鶴
見
の
名
主
・
佐
久
間
權
蔵
の
日
記
（
横
浜
開
港
資
料
館
発
行
、

佐
久
間
權
蔵
日
記
第
一
集
）
の
、
明
治
四
十
三
年
九
月
六
日
か
ら

七
日
に
か
け
て
、
神
奈
川
反
町
の
Ｋ
子
が
腹
痛
を
来
た
し
、
三
島

堂
に
診
療
を
乞
う
た
と
い
う
記
事
が
の
っ
て
い
る
。
即
ち
、
明
治

末
に
は
存
在
し
て
い
た
医
療
機
関
で
あ
り
、
反
町
遊
廓
周
辺
の
住

民
が
主
た
る
患
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

神
奈
川
区
桐
畑
の
三
島
堂
病
院
と
は
別
に
、
瀬
谷
区
阿
久
和
束

町
に
現
在
も
三
島
堂
医
院
が
存
在
し
て
お
り
、
院
長
の
神
山
幸
雄

氏
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
一
族
の
相
沢
氏
の
先
祖
に
高
次
郎

1‘）
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横
浜
三
島
堂
病
院
略
史

中
西
淳
朗

と
い
う
人
が
お
り
、
横
浜
へ
出
た
と
聞
い
て
い
る
が
も
は
や
交
流

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
明
治
四
十
二
年
発
行
の
『
日
本
杏
林
要
覧
」
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
該
当
地
に
松
沢
高
次
郎
医
師
を
見
い
だ
し
た
。
こ
の
本

に
よ
っ
て
、
高
次
郎
氏
は
神
奈
川
県
の
平
民
、
文
久
二
年
生
れ
で

明
治
二
十
一
年
六
月
に
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
た
医
師
で
あ
る

こ
と
が
解
っ
た
。

桐
畑
二
十
九
番
地
と
い
う
土
地
は
、
「
横
浜
市
土
地
宝
典
・
神
奈

川
区
之
部
・
昭
和
六
年
』
に
よ
れ
ば
所
有
者
は
松
沢
晃
氏
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
高
次
郎
氏
は
医
術
開
業
試
験
合
格

後
に
松
沢
家
に
養
子
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
前
出
の
神
山
氏

の
ご
教
示
に
よ
り
阿
久
和
の
三
島
堂
を
名
の
る
医
家
は
相
沢
氏
が

本
流
で
、
一
族
に
医
師
が
多
い
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
も
そ
も
三
島
堂
と
い
う
名
称
の
出
所
は
、
武
蔵
国
入
間
郡

三
ヶ
島
（
現
、
埼
玉
県
所
沢
三
ヶ
島
町
）
の
赤
門
眼
科
に
由
来
す

る
。
正
式
名
は
「
三
嶋
館
」
で
、
江
戸
末
期
の
引
札
に
よ
る
と
本

道
、
外
科
、
婦
人
科
、
小
児
科
の
診
療
を
門
人
に
教
え
た
と
あ

つ
（
》
Ｏ

赤
門
眼
科
が
名
高
く
な
っ
た
の
は
、
六
代
目
鈴
木
一
貫
か
ら
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で
、
白
内
障
の
手
術
が
巧
み
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

赤
門
眼
科
は
出
張
所
を
も
っ
て
お
り
、
江
戸
麹
町
に
は
鈴
木
秀

庵
、
入
間
郡
林
村
に
は
佐
久
間
三
折
、
入
間
郡
久
米
村
に
は
小
嶋

宗
順
、
相
州
鎌
倉
郡
阿
久
和
村
に
山
崎
道
元
と
い
う
弟
子
を
配
し

て
い
る
。

こ
の
山
崎
道
元
は
三
ヶ
嶋
の
石
井
家
の
次
子
で
あ
っ
た
が
、
阿

久
和
の
相
沢
家
に
入
り
相
沢
道
玄
と
名
の
り
三
島
堂
医
院
を
開
い

た
。
長
男
道
碩
、
次
男
高
次
郎
、
三
男
益
造
ら
み
な
医
師
と
な

り
、
道
碩
、
益
造
は
医
業
に
は
げ
む
か
た
わ
ら
村
長
を
勤
め
た
。

高
次
郎
氏
の
死
去
し
た
年
は
明
確
で
は
な
い
が
、
大
正
十
四
年

夏
に
都
筑
郡
川
和
村
出
身
の
前
田
実
医
師
が
、
神
奈
川
の
桐
畑

で
三
島
堂
医
院
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で
、
高
次
郎
氏
は
関
東
大

震
災
の
折
り
に
死
去
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

前
田
実
氏
の
家
は
藺
方
外
科
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
父
収
治

氏
は
慶
応
三
年
生
れ
で
、
医
術
開
業
試
験
を
明
治
二
十
二
年
九
月

に
合
格
し
て
い
る
。
即
ち
、
前
田
収
治
と
松
沢
高
次
郎
と
は
同
時

代
の
人
で
、
川
和
周
辺
の
医
家
は
そ
の
当
時
、
神
奈
川
宿
に
分
院

を
作
り
た
い
と
い
う
願
望
を
強
く
も
っ
て
い
た
の
で
、
大
正
年
間

に
松
沢
、
前
田
両
家
の
接
触
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
島
堂
を
継
い
だ
前
田
実
の
妻
は
、
か
っ
て
の
東
京
大
学
総

長
の
茅
誠
司
氏
の
妹
で
、
彼
女
の
次
兄
鉾
三
氏
は
昭
和
二
十
五

年
に
開
業
し
、
同
三
十
四
年
に
三
島
堂
を
継
い
だ
。
前
田
家
と
茅

家
と
の
接
触
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。
前
田
実
は
明
治
二

十
五
年
生
れ
で
、
大
正
十
一
年
に
新
潟
医
專
を
卒
業
し
て
い
る
。

開
業
の
一
方
で
昭
和
十
四
年
に
医
学
博
士
と
な
っ
て
い
る
。
実
氏

は
同
十
八
年
に
生
家
に
も
ど
り
父
収
治
の
医
業
を
手
伝
い
、
二
十

年
に
父
祖
三
代
の
医
を
継
い
だ
が
、
桐
畑
の
三
島
堂
病
院
は
戦
災

で
焼
失
し
た
。
そ
の
後
を
茅
氏
が
継
い
だ
訳
で
あ
る
が
、
何
故
か

昭
和
四
十
年
頃
に
茅
氏
は
隣
町
に
移
転
し
、
立
神
高
郎
医
師
が
三

島
堂
外
科
医
院
を
桐
畑
に
開
い
た
が
、
約
十
年
で
転
地
し
三
島
堂

の
名
は
桐
畑
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。

（
横
浜
市
・
鶴
見
皮
泌
科
医
院
）


